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愛媛教職員組合第 104回定期大会開催 
  

２０１６年６月４日（土）、愛媛教職員組合第１０４回定期大会を開催しました。 

 その内容の一部をお知らせします。 

― 教え子を再び戦場に送るな ― 

委員長あいさつ（教育情勢抜粋） 

 私は娘と話をすることが好きだ。先日大阪に娘が修学旅行に行った。昨年までは広島だった

のに大阪に変更となった。広島に行きたかったという娘。「どうして広島に行きたいの。」「広

島で何があったのか知りたい。」「何で知りたいの。」「戦争で死んでしまった人に申し訳ない。」

早速、ゴールデンウィークに広島の原爆資料館を訪れた。小６の子どもが、戦争のことを心配し

ているのが現在の社会。こんなことではいけない。いい社会にしていきたい。 

 

給与の「総合的見直し」2年目、2％マイナスの給料表によって賃上げが抑えられています。

（ただし3年間は現給保障あり）待遇は少しずつ後退させられ、責任はどんどん重くなっていく

なか、私たち教職員はそのことを立ち止まって考える余裕もないほど、多忙にさせられています。 

県内でも、子ども間のいじめや、教職員による体罰・盗撮・わいせつ・万引き事件などの不祥

事が起こっています。子どもを中心に据えた学校づくりが必要です。困難を抱える子どものつぶ

やきや行動に寄り添い、行動の背景からその理由を私たちおとなが考え、ゆとりをもって向き合

うとともに、子どもたちの「豊かな学び」をめざして、保護者・地域と協力・連帯してつくりあ

げていくことが重要です。民主的な教職員集団が、誇りをもって教育活動に没頭できるとき、そ

れらは無縁になります。 

 私たちは、憲法、子どもの権利条約、教育基本法の理念を踏まえ、教育を子どもたちに保障し、

教職員が子どもたちとじっくり向き合える時間を確保するために、行政に教育条件を整えて、

30人以下学級など特に定数増にむけた予算措置を求めます。また、各自治体においても地域の

状況に合わせて教職員増にむけた様々な工夫を求めます。そして、私たち教職員自らも学校運営

の在り方を見直すなど、超勤縮減をすすめます。 

                                                           執行委員長 田中 正史 

大会宣言（抜粋） 

今こそ私たちは、「教え子を再び戦場に送るな」のスローガンに確信をもち、真に子どもを中

心に据えた確かな教育の歩みをすすめなければならない。子どもたちとともに、平和・人権・環

境・労働・福祉を具体化する生き方にこそ、本来の人間の価値があることを確かめ合いながら、

地域社会に生き、同時に国際的な視野をもって、共通の目標に向け行動できる自立した子どもた

ちを育てたいと考える。 

 



第１０４回定期大会 議論内容（抜粋）     

 組織部の取組 

子どもと教育のために声を上げることが

できる組織として、愛媛の公教育の中で日

教組の伝統を守り抜いてきた愛媛教職員組

合の存在をアピールします。（情報宣伝と

個々の取組）過去の積み重ねをもとに今年

度も教職員アンケートを実施することによ

って、現場の教職員の声なき声をすくい上

げて、交渉の内容を練り上げます。 

 自主的、民主的教育の取組 

部落解放教育や特別支援教育を大切にし、

実践を深めます。愛媛・父母と教職員の教

育研究会にアトラクション演奏を取入れて

取組みます。「全国教育研究集会」「教育

総研学習会」「母と女性教職員の会」「四

国ブロック教育研究集会」等へ参加し、先

進県との交流を積極的に行います。 

 教職員の権利確立の取組 

教職員の給与、諸手当など、成果主義に

よる差別支給が強められています。義務教

育費国庫負担制度の堅持をはじめ、減額さ

せないよう要求を強めます。安心して教育 

    活動に専念できるよう、講師の権利確立を

めざしてたたかいます。 

 

                     

 平和・人権・環境・民主主義運動を

すすめる取組 

日本国憲法の三大原則を生かし、平和

運動、人権確立運動をすすめます。国対

国の対立をこえるため、各国の文化交流

に視点を移し、国家間の平和、共生をめ

ざします。人権を尊重し、あらゆる差別

を許さない運動をすすめます。連合、市

民団体等とともに、自然環境を守る運動

をすすめます。 

 諸要求を実現する政治闘争を強化す

る取組 

義務教育費国庫負担制度の堅持、憲法

改悪反対、年金制度など政策的課題につ

いては、真に庶民の立場で、連合愛媛・

愛媛県平和運動センターに加盟する労働

組合と連携し、要求の実現のために取組

みます。 

 青年部・女性部の取組 

仲間を増やし、研修を深めます。教職

員の世界だけでなく、さまざまな立場・

職種の人たちとの交流の場をもち、視野

を広げるよう取組みます。男女共同参画

社会についての学習を深めます。 

 

 

ご案内「教員採用選考第２次試験に向けた学習会」 

日時：２０１６年８月２６日（金）１６時～１９時   

場所：新居浜市総合福祉センター２階「調理実習室」 

 

子どもたちと教職員の生活を守るため、共に考えましょう！  

私たちはよりよい教育実践を推進しながら、教職員の健康と生活を守る運動を強化し、 

教職員や子どもたち・保護者・地域の人々と連帯して運動と教育実践に取組んでいます。 

ご気軽にご連絡ください。 
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HP http://jtuehime.sakura.ne.jp/              
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